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1 節 放送番組の編成

国内放送番組編集の基本計画
　「平成24年度（2012年度）国内放送番組編集の
基本計画」は，放送総局内で議論を重ねたうえ，
編成局で原案を作成した。この原案を理事会で決
定し，12月，中央番組審議会に諮問，答申を得た
うえ経営委員会で決定した。
　以下はその原文である。年表示は西暦にし，記
号などは本書の方式に合わせた。

Ⅰ．編集の基本方針
　2011年 3 月，日本は東日本大震災という未曽有
の大災害を経験し，多くの尊い命や，多くの方々
の生活の基盤が失われました。そして，地域の復
興に向けた新しい街づくりや防災体制の強化，原
発事故後の放射能汚染対策など，今なお，多くの
課題に直面しています。海外では，北アフリカ諸
国での独裁体制が崩壊し，ギリシャの国家財政破
たんの危機は，世界や日本の経済を大きく不安定
化させています。
　一方，日本の被災地の中では，一人ひとりが自
発的に助け合う優しさと前に進もうという力強さ
が生まれています。日本各地，世界各国から，被
災地の復興を願う温かい支援も届いています。こ
うした中で，喜びと希望に満ちた，そして，あら
ゆる地域と世代の活力と潜在力を結集した日本の
再生に向かい，率先してその一翼を担うべく，N
HKはこれから始まる 3か年の経営計画を策定し
ました。
　12年度国内放送番組の編集にあたっては，まず，
国民の命や安心を守るために，放送やデジタルサ
ービスを通して，できる限りの貢献をします。情
報の提供にとどまらず，被災地の方々の心を癒や
し，復興を支え，日本の各地域を活性化し，元気
にする放送を増やします。
　テレビ放送は，13年 2 月 1 日に放送開始から60
年を迎えます。メディアを取り巻く環境が変わっ
ても，幅広い世代に親しまれる番組をお届けする
ことは公共放送の重要な使命です。激動する世界
の政治や経済の動きが日本の国民の暮らしにどの
ような影響を与えるのかを深く伝えるとともに，
あらゆる方々にNHKが“役に立っている”と思

っていただけるよう，多様な関心に応える番組を
そろえていきます。
　12年度はオリンピックロンドン大会の年でもあ
ります。充実したオリンピック放送をはじめとす
るさまざまなサービスを通して，日本中に希望と
元気をお届けします。

Ⅱ．編集の重点事項

1．  国民の生命と財産を守る正確で迅速な報
道

　国民の生命・財産を守るという公共放送NHK
の重要な使命を果たすため，正確で迅速な報道に
万全を期し，防災・減災につながる情報にいっそ
う力を入れます。経済の長期低迷，国際的地位の
低下など，日本が抱える課題に真正面から取り組
み，ギリシャに端を発した経済問題や，アメリカ
大統領選挙をはじめとする世界各国での選挙や政
治の動きなど，世界の動きが国民の暮らしにどの
ような影響を与えるかについても詳しく多角的に
伝えます。また，平日深夜にはインターネットの
機能を活用したニュース番組を新設します。

2．  東日本大震災を検証し，復興を支援する
番組

　東日本大震災や原子力発電所事故がもたらした
教訓を検証する大型の調査報道番組を制作し，加
えて災害の映像や復興の記録のアーカイブス化に
も取り組みます。さらに，復興へ向けての課題を
探る番組や，生活再建へ向けて歩み出した人々の
姿を伝える番組を通じて被災地の現状を伝えると
ともに，被災地の方々の心を癒やし，励ます番組
や元気づける取り組みで復興を支援します。

3．幅広い視聴者層に親しまれる番組

　幅広い年代の興味に応える工夫を凝らします。
総合テレビジョンでは，週末を中心に家族で楽し
める番組を強化するとともに，平日午後には視聴
者参加型のクイズ番組を新設します。教育テレビ
ジョン（以下，Eテレ）では，“ティーンズ層”
の話題となる番組を在宅率が高くなる平日の夕方
に編成するなど，青少年へ向けた番組をさらに強
化します。ネットラジオの開始で聴取環境が大き
く変わった音声放送においても，青少年に親しま
れる，インターネットと連動した番組などを編成
して聴取者層の拡大を図ります。
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4．  新たな時代に突入した衛星放送のさらな
る定着

　11年10月に民間放送のチャンネル数が大幅に増
加した衛星放送は“大競争時代”に突入しまし
た。NHKではBS1を“国際情報・スポーツ情報”，
BSプレミアムを“本物志向の教養・娯楽”チャ
ンネルとして，高画質のハイビジョン 2波に再構
築し，衛星放送の新たな時代をけん引してきまし
た。さらなる発展を目指し，BS1では，デジタル
化のメリットを最大限に生かし，同一時間帯に複
数の番組を放送するマルチ編成などでサービスの
強化に努めます。BSプレミアムは，見応えのあ
る個性的な定時番組とダイナミックな特集編成
で，これまで以上に受益感の大きなチャンネルと
して定着を図ります。

5．世界に通用する質の高い番組

　大英博物館の未公開の収蔵品を通じて古代史の
謎を解き明かしていくシリーズをはじめ，宇宙と
地球の間に広がる不思議な空間を，世界で初めて
超高感度カメラでとらえた『宇宙の渚

なぎさ

』の続編を
制作するなど，良質でスケール感のある企画で存
在感を示します。海外の放送機関と連携した国際
共同制作を強化し，海外マーケットを意識した番
組の開発や展開を通じて，世界に通用する大型番
組を制作します。また，先鋭的な演出にも果敢に
挑戦し，視聴者の感性を刺激するような番組も開
発していきます。

6．  “放送局のちから” を深化させた地域放
送の充実

　地域の再生や活性化へ貢献するため，広がる格
差，雇用，観光，教育，医療，福祉，農業など，
地域社会が抱える問題と向き合います。全国の放
送局は，それぞれの地域の特性や視聴者の関心に
応じた，多様なサービスを展開します。
　効率的でより多様な地域ニュースや番組の展開
を図るため，全国の放送局間で取材した映像を自
由に交換できるシステムの検討などを進めます。
また，地域を舞台にしたドラマ制作などを強化し
て，全国に発信します。
　さらに，全国の放送局のホームページを“地域
の安全・安心を守るポータルサイト”と位置づけ，
自治体などとの連携も図りながら安全・安心につ
ながる情報を強化します。

7．  放送と通信の融合時代にふさわしい新た
なサービスの展開

　放送・パソコン・携帯電話の“3-Screens展開”
をさらに深化させます。スマートフォン利用者の
急速な拡大など，放送以外の新たなメディアは，
もはや生活に欠かすことのできないものとなって
います。このような流れをとらえて，放送の視聴
意欲を高める動画コンテンツの展開や，視聴者参
加型コンテンツの拡大などに力を入れ，NHKと
の接点の少ない若年層などへ積極的にアプローチ
します。あわせて，有料動画サービス「NHKオ
ンデマンド」の魅力を高め，利用者の拡大を目指
します。

8．  オリンピックロンドン大会およびパラリ
ンピック放送の実施

　オリンピックロンドン大会（12年 7 月28日～ 8
月13日・日本時間）にあたっては，それぞれの波
の特長を生かし，インターネットやデータ放送な
どとも連携しながら，注目の選手や競技の情報を
多角的に伝え，視聴者の高い関心に応えます。
　ロンドン2012パラリンピック大会（12年 8 月30
日～ 9月10日・日本時間）でも，関連番組を含め
て競技の模様を伝えます。

9．“人にやさしい” 放送・サービスの拡充

　字幕放送・解説放送・手話など“人にやさしい”
放送・サービスをさらに推進します。字幕放送は，
長期計画に基づき，総合テレビジョンの平日午後
の生放送番組に新たに字幕を付与するなど，拡充
を図ります。また，解説放送についても新たに策
定した長期計画のもと，サービスの充実に努めま
す。

　以上の重点項目の実施にあたっては，以下のよ
うな施策も勘案しながら，創造的で活力に満ちた
取材・制作体制を構築します。
○限られた経営資源を効率的・効果的に活用する
制作体制を構築します。

○放送倫理やコンプライアンス意識の徹底，人材
の育成に力を入れ，確かな情報と質の高い番組
の提供に努めます。
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Ⅲ．各波の編集方針

1．総合テレビジョン

　総合サービス波として，国民生活に必要不可欠
なニュース・情報番組や創造的な文化，教養，娯
楽番組などの調和ある編成を行います。さらに，
震災後の日本の課題を考える番組や，国民の安全・
安心を守る番組を発信します。また，世代を超え
て共に楽しめる“NHKだからできる放送”のさ
らなる充実を図ります。地域放送については，全
国への発信も含めていっそうの強化を図ります。
〔放送時間〕
○ 1日24時間放送を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組20%以上，教育番
組10%以上，報道番組20%以上，娯楽番組20%
以上を編成します。

2．Eテレ

　Eテレは“未来を志向する”チャンネルとし
て，主に“未来を生きる子どもたち”“明日を担
う若者”を対象とした番組を強化します。また，
引き続き「大きく伸びろ！子どもたち」「ともに
生きる社会」「心豊かな暮らし」を 3本柱のテー
マとして，より広い視聴者の期待と要望に応える
とともに，定時マルチ編成を実施します。ワンセ
グ放送では同じ内容を同時放送しつつ，週末・深
夜を中心に独自サービスを行います。
〔放送時間〕
○ 1日20時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組15%以上，教育番
組75%以上，報道番組若干を編成します。

3．BS1

　“世界の今を伝える国際情報”，“生放送にこだ
わったスポーツ”，“報道の背景を深く掘り下げる
番組”を中心とした編成で，独自性をより際立た
せます。特にスポーツソフトは，常に視聴者の意
向をにらんだ，柔軟で機動的な編成を行います。
さらに，デジタル化のメリットを最大限に生かし
て，スポーツ中継の延伸時のみならず，同一時間
帯で複数番組を編成するなど，マルチ編成の活用
を進め，視聴者の利便性をさらに向上させます。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。

〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組20%以上，教育番
組10%以上を編成します。

4．BSプレミアム

　“本物志向の教養・娯楽チャンネル”として，
多彩な分野の良質で，個性的な定時番組を編成し，
従来の視聴者の充足を図りながら30～50代，とり
わけ女性を中心とした視聴者の期待と関心に応え
ます。また，圧倒的な訴求力と話題性を持った大
型企画番組やダイナミックな長時間特集を編成
し，BSプレミアムの存在感を高め，新たな視聴
者の獲得を目指します。先進的な演出方法やテー
マに挑戦し，新たなテレビ文化の創造に貢献しま
す。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○特に定めない。

5．ラジオ第1放送

　生命や暮らしを守る“安心ラジオ”として，ニ
ュース・報道番組を充実させます。生放送を中心
とした編成で，災害などの緊急時には，迅速に情
報を伝えます。
　インターネットや携帯端末などを通して，聴取
者の声を取り入れる双方向の番組づくりに努め，
身近なメディアとしての存在感を高めます。ネッ
トラジオを活用して，放送と通信の融合時代にふ
さわしい番組の開発を進め，若い世代へ聴取者層
の拡大を図ります。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養・教育番組あわせて
25%以上，報道番組35%以上，娯楽番組20%以
上を編成します。

6．ラジオ第2放送

　ラジオ第 2放送は，放送を開始して80年を越え，
ネットラジオもスタートするなど，新たな時代を
迎えました。これまで以上に時代に即した“生涯
学習波”として，さらなる質の向上を図ります。
中核である語学番組は，学習者の利便性を考慮し
たラインナップに組み直し，新たな英語番組も開
始します。福祉番組や国際放送と連動した番組も
リニューアルを図ります。
〔放送時間〕
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○ 1日19時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組15%以上，教育番
組65%以上，報道番組10%以上を編成します。

7．FM放送

　“総合音楽波”として，優れた音質を生かした
多彩な音楽番組や，音楽ファンの期待に応えるユ
ニークな特集を編成します。インターネットを通
したサービスの充実に取り組み，ネットラジオの
聴取者層をさらに広げます。
　災害など緊急時には，地域情報波としてラジオ
第 1放送と連携して機動的な編成を行うなど，き
め細かな情報を提供します。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養・教育番組あわせて
40%以上，報道番組10%以上，娯楽番組25%以
上を編成します。

放送番組の改定

Ⅰ． 4月の番組改定

1．総合テレビジョン

（1）夜間の報道・情報番組を充実
　金曜の午後10時には，生放送の新情報番組を新
設した。午後11時台には，仕事を終えた人たち向
けに 1日のスポーツの結果や日本と世界の経済の
深層をコンパクトに伝える『Sportsプラス』『Biz
プラス』，また午前 0 時台には『NEWS WEB 
24』など，深夜帯の報道番組の充実・強化を図っ
た。
（2）親子が共に視聴できる番組の充実
　土曜午前 9時台に『アニメ　銀河へキックオ
フ！！』を新設したのに加え，木曜午後 8時台の
『仕事ハッケン伝』を刷新した。さらには土曜午
後 7時台の特集番組など，子どもとその親がそろ
って楽しめる番組の充実に努めた。
（3）地域を支援し，視聴者と直接向き合う番組

の充実
　平日午後 1時台に，視聴者参加型のクイズ番組
『連続クイズ ホールドオン！』を新設した。ま
た，昼の時間帯には，全国各地から生中継で伝え
る『ひるブラ』のほか，『スタジオパークからこ
んにちは』を刷新，日曜の『NHKのど自慢』な

どとともに視聴者と直接ふれあうことのできる番
組をそろえた。
（4）東日本大震災を検証し，復興を支援する番

組
　東日本大震災や原子力発電所事故を検証し，将
来の防災・減災に役立つ番組を日曜午前10時台に
新設した。また，被災地応援キャンペーンを展開，
復興に役立つニュース・番組を通して，被災地を
元気づけるよう取り組んだ。
（5）大型番組のさらなる強化
　未曽有の大震災に見舞われた日本の抱える課題
や今後の選択肢を考える『NHKスペシャル　シ
リーズ日本新生』を引き続き制作したほか，オリ
ンピックロンドン大会や，日中国交回復40年に関
連した強力なシリーズ企画を積極的に展開した。

2．Eテレ

（1）夜間7時台をティーンズゾーンとして強化
　ローティーンからハイティーンの視聴者獲得に
向けて，平日午後 7時台を充実させた。
　『Rの法則』は中高生の視点で伝えるニュー
ス，すぐに役立つ勉強法や世界の高校生事情など
を紹介する番組として放送枠を月～木に拡大。ま
た，10代が成長していくうえで知っておきたい情
報を伝えるライフリテラシー番組『オトナへのト
ビラTV』，大きな夢や目標に挑む10代のチャレン
ジャーを視聴者とともに“応援”する『ティーン
ズプロジェクト　フレ☆フレ』を新設した。
（2）夜間編成（8時～11時台）の強化
　障害者・高齢者だけでなく「生きづらさ」を抱
える全ての人に向けた福祉番組『ハートネット
TV』，健常者と障害者が本音をぶつけて理解を深
める『バリバラ～障害者情報バラエティー』を新
設。また，団塊の世代を対象にしたライフスタイ
ル提案番組『団塊スタイル』，実践的な趣味実用
番組『趣味Do楽』，クラシックの魅力を分かりや
すく伝える『ららら♪クラシック』など，大人が
楽しめる番組を充実させた。
（3）夜間11時台は20代・30代を意識した若年

層強化ゾーン
　夜間11時台は20代・30代の知的好奇心を刺激す
るラインアップを目指し，世界の最先端の人々の
魅力的なプレゼンを紹介する『スーパープレゼン
テーション』，経済の原理を分かりやすく伝える
『オイコノミア』を新設。第一線で活躍する女性
の現場を松任谷由美が訪ねる『ユーミンの
SUPER WOMAN』も放送した。また，被災地復
興の担い手となる人材を番組の中で育てていく
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『東北発☆未来塾』を新設した。
（4）グランドデザインに基づく英語番組の整理
　小学生向けの『プレキソ英語』に続く中学生向
け英語番組『テレビで基礎英語』，大人の初級者
が実用的な英会話を学べる『おとなの基礎英語』
を新設し，子どもから大人までレベルに合った英
語番組を選択できるよう整備した。リトル・チャ
ロシリーズは東北を舞台にした日本語アニメとし
て放送した後，『 3か月トピック英会話』の中で
英語版を放送し，英語教材としても活用した。
（5）アーカイブス番組の積極的な活用
　過去にEテレで放送した番組の中から選

よ

りすぐ
った作品をテーマを設定して放送する『Eテレア
ーカイブス』，Eテレポータルサイトに寄せられ
た視聴者からのリクエストを基に再放送番組を決
定する『お願い！編集長』など，アーカイブス番
組を有効活用する番組枠を新設した。
（6）その他
　データ放送の双方向機能で投票する視聴者の反
響を基に，ワンセグ放送で定時化するコンテンツ
を決定する『青山ワンセグ開発』など，実験的な
試みに挑戦。長年放送している囲碁将棋講座番組
を『将棋フォーカス』『囲碁フォーカス』の 2番
組に分け，囲碁将棋ファンも初心者も楽しめる番
組として刷新した。アニメゾーンでは双方向番組
として定着した『アニメ　ファイ・ブレイン～神
のパズル』の第 2シリーズや，1990年に放送した
『アニメ　ふしぎの海のナディア』のデジタルリ
マスター版を放送した。

3．BS1

（ 1）金曜夜間に特集番組枠を新設
　金曜午後11時台から午前 0時台にかけて特集フ
リーゾーン『BS1スペシャル』を新設し，グロー
バルな課題やスポーツ関連など，BS1ならではの
テーマを扱った多様な特集番組を放送した。ロン
ドンオリンピックの事前特集や『ワールドWave
トゥナイト』のスペシャルでは，総合テレビと連
携した編成にも取り組んだ。
（2）スポーツ放送の充実・強化
　スポーツ中継を柔軟かつ機動的に編成し，幅広
い視聴者の期待に応えるべく努めた。特にMLB
やプロ野球の複数カード同時放送，102チャンネ
ルでの大相撲の幕下取組の放送など，マルチ編成
の活用を積極的に進めた。
　視聴者層の拡大を目指し，スポーツ情報番組の
充実も図った。日曜午後 9時には 2つのスポーツ
情報番組を新設。『古田敦也のスポーツ・トライ

アングル』では，ハイスピードカメラをはじめと
するNHKが誇る特撮ノウハウを駆使し，日本の
アスリートたちを徹底分析した。一方，月 1回程
度編成した『ラン×スマ～街の風になれ』では，
ランニングの楽しみ方や魅力をビギナー向けに伝
えた。また，月曜午後 8時には『アスリートの魂』
を編成。トップアスリートに密着し，極限の鍛錬
や知られざる日常，逆境に立ち向かう姿などを伝
えた。
（3）週末夜間と朝の国際情報の強化
　『ドキュメンタリーWAVE』を土曜午後10時
台に移設し，より見やすい編成とするとともに同
時間帯の他波との明確な差異化を図った。
　また，『COOL JAPAN』を日曜午後11時台に
移設し，10時台の『地球アゴラ』と併せて若年者
向けゾーンと位置づけ，強化を図った。
　一方，日曜朝の『ワールドWave』を午前 7時
台に移設し，平日も週末も毎日，朝一番に国際情
報を届けるゾーンとして強化した。
（4）国際放送との連携
　引き続き平日午後 2時台と土日の深夜を中心
に，国際放送番組のショーウインドーゾーンを設
け，在日外国人向けだけでなく，国内の視聴者に
も幅広く見てもらうための編成を行った。

4．BSプレミアム 

（ 1）夜11時台を女性視聴者の関心に応えるゾ
ーンとして刷新

　月曜から土曜の午後11時台に『連続テレビ小説
～梅ちゃん先生』（再）を移設し，これまで見ら
れなかった人たちにも視聴しやすくした。また，
平日には『恋する雑貨』『写ねーる』など女性の
関心の高いテーマの番組を新設して，日曜夜11時
台には『晴れ，ときどきファーム！』を編成した。
（2）ドラマの充実
　日曜夜間には30～50代の女性をターゲットに
し，心に深く染み入る内容の『プレミアムドラ
マ』を新設して，“夫婦”や“家族”をテーマに
したドラマや日本各地を舞台にした地域発ドラ
マ，新しい演出手法で描くドキュメンタリードラ
マなどを編成した。
　また，視聴者層の拡大を目指して，これまでに
人気の高かった『連続テレビ小説～ゲゲゲの女
房』『大河ドラマ～篤姫』や，サスペンスドラマ
の名作を放送した。
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（3）土曜夜間に，訴求力のある大型特集番組な
どを新設

　土曜夜間には，“これぞBSプレミアム”といえ
る圧倒的な訴求力と話題性を持った長時間の大型
企画『ザ・プレミアム』を月に 1回程度編成した。
そのほか，超大作の映画を編成するとともに，一
流のエンターテインメントを紹介する『ショータ
イム』の充実を図った。また，“旬の俳優”に密
着する番組や，人気アーティストのライブ番組を
新設した。
（4）平日夜9・10時台の刷新と良質で個性的

な番組の充実・強化
　継続番組の『極上美の饗宴』『旅のチカラ』『コ
ズミック　フロント～発見！驚異の大宇宙』『新
日本風土記』『J-POP青春の’80』は内容の充実を
図るとともに，よりじっくりと見られる時間に移
設した。また，『プレミアムシネマ』は，午後10
時から午後 9時に移設し，月曜は女性視聴者向け
に，火曜は『山田洋次監督が選んだ日本の名作
100本～喜劇編』として編成した。
（5）平日夜 7・ 8時台を多彩な分野の番組で

視聴者層を拡大
　平日夜間は，ファミリー層を中心に視聴者層の
拡大を目指して，午後 7時台には旅番組・自然番
組を新設し，8時台には『ザ少年倶楽部』や，『BS
時代劇』を移設した。若年層から中高年層まで幅
広い視聴者層に満足していただける番組を編成し
た。
（6）幼児・子どもに向けた番組を充実・強化
　日曜午前 8～ 9時台には，ワンワンやパッコロ
リンなどの人気キャラクターが登場する『ワンワ
ンパッコロ！キャラともワールド』を編成した。
月曜から金曜の午後 0時台に幼児・子ども向け人
気アニメを編成するとともに，午後 6～ 7時台に
は親子で楽しめる動物番組やアニメ番組を編成し
た。

5．ラジオ第1放送

（1）土日夜間に若者向けの番組を集中編成
　ラジオ離れが懸念される若年層に向けたゾーン
として，土日夜間を刷新した。土日夜 9～11時台
には，生放送で中高生とつながり，その本音と向
き合う『wktk（ワクテカ）ラヂオ学園』を新設
した。さらに，『AKB48の“私たちの物語”』『上
地雄輔のラジ音！』『渋谷アニメランド』『エレう
た！』などの番組を移設し，土日夜間に若者向け
番組を集中編成した。

（2）平日午前に大型の生活・文化情報番組を新
設

　平日午前 8～11時台に，30～40代の女性に向け
て生活情報や文化情報を提供するワイド番組『す
っぴん！』を新たに編成した。
（3）平日夜9時台に女性向けの2番組を新設
　月曜夜 9時台に，女性に人気のパーソナリティ
ーを起用したFMの番組『石丸幹二のシアターへ
ようこそ』を再放送するほか，女性精神科医が心
のリフレッシュにつながるトークと音楽を届ける
『香山リカのココロの美容液』を新設し，女性リ
スナーの拡大を図った。

6．ラジオ第2放送

（1）語学講座の充実・刷新
　 1日わずか10分×週 5日のレッスンで，中学生
時代に学んだ英語を使って気軽に会話できる力を
身につけることを目指す『英会話タイムトライア
ル』を新設。過去の講座をアンコール放送する
『アンコールまいにち中国語』『アンコールまい
にちハングル講座』を刷新し，入門編の講座を修
了したリスナーがさらに学習を進めるための講座
『レベルアップ　中国語』『レベルアップ　ハン
グル講座』を新設した。
（2）テレビ番組との連動
　Eテレでスタートした『バリバラ～障害者情報
バラエティー』と連動する『バリバラR』を新
設。テレビではなかなか語れない親子や夫婦間の
葛藤や恋愛の悩みなど，障害者の本音を引き出し
ながら，社会の問題や生きるヒントを伝えた。
（3）その他
　『中文日本百科』の後続として，政治・経済や
観光地の情報など，多角的に日本の姿を伝える
『中国語“日本ジャーナル”』を新設。国際放送
番組を活用し，国内の聴取者や在日外国人に向け
たサービスの向上を図った。

7．FM放送

（1）日曜午後のライフスタイルに合う番組を新
設

　日曜午後に，初心者にも分かりやすくクラシッ
クを紹介する『きらクラ！』，40～50代に人気の
高い80年代の洋楽ポップスをお届けする『洋楽
80’sファン倶楽部』，歌手の島袋寛子さんが国内
外の女性ボーカルを紹介する『ミューズノート』
の 3番組を新設。レジャーの行き帰りなどに気軽
に楽しめる時間帯として充実させた。
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（2）クラシック番組の個性の明確化
　数多いクラシック番組の差別化を図った。平日
9時台には，紀行エッセイのように国内外の音楽
の旅を楽しむ『音楽遊覧飛行』を新設。金曜午後
には，オペラの歌曲をノーカットで聴かせる『オ
ペラ・ファンタスティカ』を編成した。さらに，
日曜夜 7時台には，オーケストラ鑑賞の入門番組
である『ブラボー！オーケストラ』， 8時台には，
クラシック界の新星のフレッシュな演奏を紹介す
る『リサイタル・ノヴァ』を編成した。

Ⅱ．年度途中の新設番組など

1．総合テレビジョン

（1）新設番組
　後半期の改定では，月曜夜間に『ファミリーヒ
ストリー』（10月 1 日～），木曜夜間に『地球イチ
バン』（10月18日～），『あなたが主役　50ボイス』
（10月 4 日～）を編成したほか，日曜深夜に『デ
ィープピープル』（10月22日～）を新設した。
（2）ドラマの新シリーズ
　『連続テレビ小説』では「純と愛」（10月 1 日
～），『大河ドラマ』では「八重の桜」（ 1月 6 日
～）を放送した。毎週火曜夜の『ドラマ10』では
「シングルマザーズ」（10月23日～），「いつか陽
のあたる場所で」（ 1月 8 日～）などを，同じく
火曜の『よる☆ドラ』では，「眠れる森の熟女」（ 9
月 4日～）や「恋するハエ女」（11月 6 日～），「書
店員ミチルの身の上話」（ 1月 8 日～）などを編
成した。また，木曜午後 8時台に時代劇シリーズ
を新設し，『薄桜記』（10月18日～），『塚原卜伝』
（ 1月24日～）などを放送した。

2．Eテレ

　10月の改定では，海外ドラマ『アイ・カーリー』
の後続として『ビクトリアス』を新設したほか，
『glee』に引き続いて第 2シリーズ『glee2』を
放送した。若者向けの音楽教養番組としては『佐
野元春のソングライターズ』（10～12月），『スコ
ラ　坂本龍一　音楽の学校』（ 1～ 3 月）を放送
した。
　アニメについては，『アニメ　バクマン。』の完
結編となる第 3シリーズを放送。また，『リトル・
チャロ　東北編』の後続として，ワンセグ 2で反
響の大きかった『モタさんの“言葉”』を放送し
た。

3．BS1

　野球のシーズンオフや欧米の冬時間等に伴い，
11月 5 日以降，一部改定を実施した。
　夜間のスポーツ編成時間帯を午後 7～ 9時台に
変更。月曜の『PGAゴルフツアー』は午後 7～
8 時台とし，『アスリートの魂』を午後 9時台に
移設した。この変更により，午後 6時台には『BS
世界のドキュメンタリー』の再放送等を編成。日
曜午後 6時台には地域に根差したスポーツにもス
ポットを当てた『BS1スポーツドキュメンタリ
ー』を新設し，地域放送局からも提案を募った。
　また，日曜午後 9時台の編成を変更し，月 1回
程度放送していた『ラン×スマ～街の風になれ』
の内容時間を25分とし，毎週の放送とした。併せ
て午後 9時25分からは，特集番組として随時放送
してきた『アジアで花咲け！なでしこたち』を新
たに定時番組とした。
　朝の時間帯については，欧米の冬時間スタート
に伴い『ワールドWaveモーニング』を午前 6～
7時台から 7時台のみに変更した。また，日・月
のPGAライブは午前 6～ 7 時台に編成し，日曜
の午前 5時台には『ラン×スマ～街の風になれ』
と『アジアで花咲け！なでしこたち』の再放送を
編成した。

4．BSプレミアム

　10月の改定では，火曜夜間に『イッピン』（10
月 2 日～），水曜夜間に新しい歴史番組『ザ・プ
ロファイラー』（10月 3 日～），女性たちを応援す
る美容情報番組『女神ビジュアル』（10月 3 日～），
木曜夜間に海外ドラマの新シリーズ『グッド・ワ
イフ 3』（10月 4 日～），金曜夜間に『世界遺産　
時を刻む』（10月 5 日～），土曜夜間にはリラック
スして楽しめる連続ドラマ『プレミアムよるドラ
マ』などを新設した。
　親子で楽しめる新番組として，『アニメ　アル
プスの少女ハイジ』（10月 3 日～），『アニメ　お
しりかじり虫』（10月 7 日～），『おしりキッズ』（10
月 7 日～）を新設した。

5．ラジオ第1放送

　プロ野球ナイトゲームの終了に伴い，木・金曜
の午後 8～ 9時台の編成を刷新した。木曜は，桐
島かれんさんが多彩なゲストとライフスタイルを
語る『かれんスタイル』を放送。金曜は，昨年度
に続き『いとしのオールディーズ』を編成し，洋
楽ファンの要望に応えた。
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国内放送番組審議会
　放送番組審議会は，放送事業者に対して放送法
で設置が義務付けられている法定の審議機関であ
る。NHKは国内放送に関わる「中央放送番組審
議会」と 8つの「地方放送番組審議会」，国際放
送に関わる「国際放送番組審議会」を設置してい
る。
　番組審議会は，放送番組の適正を図るための自
律措置として設けられているものであることか
ら，委員の人選にあたっては学識経験者などの中
から，社会動向や属性など全体の調和を考え，視
聴者の意向が的確に反映されるよう，幅広い観点
から委嘱を行っている。委員数は，13年 3 月現在
で中央審議会は15人，地方審議会は 9～12人で組
織している。会議は，毎月 1回の定例開催日に議
題を設けて実施している（ 8月は休会）。会長の
諮問に応じて全国向けの「国内放送番組編集の基
本計画」と各地域向けの「地域放送番組編集計
画」について審議し，答申したほか，番組全般に
ついて意見交換を行った。

1．中央放送番組審議会

　中央放送番組審議会は，12年度中に11回開催し，
会長の諮問により，12月に「平成25年度国内放送
番組編集の基本計画」について審議し答申したほ
か，広く国内放送番組全般について活発な意見交
換を行い，放送番組への反映を図った。
　また， 5月に11年度下半期，11月に12年度上半
期の国内放送番組の種別の実績，種別ごとの放送
時間について報告した。
　12年度中の主な議題は次のとおり。
4月　  『ららら♪クラシック～ベルリン・フィル

の樫本大進　登場！』について
5月　  国内放送番組の種別の実績，種別ごとの放

送時間（11年10～12年 3 月）について
6月　  経営計画における「達成状況の評価・管

理」について～試行～
7月　  経営計画における「達成状況の評価・管

理」（12年度第 1四半期・ 4～ 6 月）につ
いて

9月　  12年度後半期の国内放送番組の編成，ロン
ドンオリンピックとメディア利用について

10月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（12年度第 2四半期・ 7～ 9 月）につ
いて

11月　  国内放送番組の種別の実績，種別ごとの放

送時間（12年 4 ～ 9 月）について
「平成25年度国内放送番組編集の基本計
画」（案）について

12月　  「平成25年度国内放送番組編集の基本計
画」（案）について－諮問－，『NHKスペ
シャル』「中国文明の謎～第 3集 始皇帝
“中華”帝国への野望」について

1月　  「平成25年度国内放送番組編成計画」，経
営計画における「達成状況の評価・管理」
（12年度第 3四半期・10～12月），短歌de
胸キュン冬の増刊号（後編）について

2月　  『為末大が読み解く！勝利へのセオリー 
スペシャル　世界とたたかう“逆転”の戦
略』について

3月　  『プレミアムドラマ　宮崎局発地域ドラ
マ』「命のあしあと」について

　番組審議会の活動内容の公開については，各番
組審議会の議事概要を毎月，放送やインターネッ
トなどで公表しているほか，各放送局で議事概要
の備え置きを実施するなど積極的に行っている。

2．地方放送番組審議会

　全国 8つの地域ごとに「地方放送番組審議会」
が設けられ，各地域の放送番組の基本方針を審議
している。
　12年度中に各地域とも11回開催し，会長の諮問
に応じて「平成25年度各地方向け地域放送番組編
集計画」について審議し答申したほか，番組全般
について意見交換し，その適正化を図った。
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〔定時番組の概要〕
（1）BS1
○独立型
・『ニュース』（全国）
24時間いつでも見ることのできる最新の全国ニ
ュース。
・『気象情報』
「市区町村別の天気」や「週間予報」など，日
常生活や防災に役立つ気象情報。
・『スポーツ情報』
プロ野球，大相撲，Jリーグ，大リーグなどの
途中経過・結果速報など。
・『円と株～経済情報』
株価と為替を中心とした経済動向の速報サービ
ス。

（2）BSプレミアム
○独立型
・ 『BS番組情報』での番組紹介や，『大河ドラマ』
など個別番組の情報を提供した。
○連動型
・ 『大河ドラマ』『連続テレビ小説』『世界ふれあ
い街歩き』など

Ⅱ．字幕放送
　テレビ音声を文字で表示する「字幕放送」など
の補完放送を実施している。
　字幕放送は，07年秋に総務省が策定した「視聴
覚障害者向け放送普及行政の指針」（08～17年度・
以下“新指針”とする）の趣旨を踏まえ，NHK
独自の「字幕拡充計画」を基に，計画的かつ段階
的に拡充を図っている。新指針は，生字幕放送（生
放送への字幕付与）の拡充である。公共放送の重
要な役割として，バリアフリー放送＝“人にやさ
しい放送”の充実を図り，情報保障の推進に積極
的に取り組んでいる。
　12年度は，総合，Eテレ，BS1，BSプレミアム
を合わせて，220番組・週223時間02分（定時番組・
4月期改定）に字幕を付与した。
　各波の週平均の放送時間は以下のとおり。
　　総合　102時間39分
　　　　　（対11年度比較　+ 4時間42分）
　　Eテレ　61時間19分
　　　　　（対11年度比較　+11分）
　　BS1　 5 時間23分
　　　　　（対11年度比較　+33分）
　　BSプレミアム　53時間41分
　　　　　（対11年度比較　+ 4時間03分）

　完プロ（収録）番組は，定時番組以外は夏，冬
の特集編成，祝日編成を中心に字幕放送を実施し
た。
　生字幕放送は，定時番組『くらし☆解説』（総合・
火～金・10:05），『ひるブラ』（総合・月～水・
12:20），『BSコンシェルジュ』（総合・金・12:20），
『情報LIVE　ただイマ！』（総合・金・22:00），『土
曜スタジオパーク』（総合・土・14:00）を年度当
初から開始した。
　東日本大震災から 2年関連番組では，『震災か
ら 2年　明日へコンサート』（総合・3.9），『特集　
明日へ～支えあおう～東日本大震災から 2年』（総
合・3.10～11），『ハートネットTV』（Eテレ・
3.11），『NHKスペシャル』（総合・3.10～11）な
どで生字幕放送を実施した。
　スポーツ中継では，『第96回日本陸上選手権　
ロンドンオリンピック代表選考会』（総合・6.8～
10），『第45回日本女子オープンゴルフ選手権』（総
合・9.29～30），『第77回日本オープンゴルフ選手
権』（総合・10.13～14），『第22回日本シニアオー
プンゴルフ選手権』（総合・10.27～28），『第34回
皇后杯全日本女子サッカー選手権～決勝』（総合・
12.24），『第92回天皇杯全日本サッカー選手権～
決勝』（総合・1.1），『第49回全国大学ラグビー選
手権～決勝』（Eテレ・1.13）で初めて生字幕放送
を実施した。このほか，『ロンドンオリンピック』
（総合・7.28ほか）は，日本時間 7時から24時の
オリンピック放送（総合）すべてに字幕を付与
し，大会期間中合計で154時間13分に上った。『ロ
ンドンパラリンピック』（総合・Eテレ・8.29ほか）
でも，期間中のすべての関連番組に生字幕付与を
行った。このほか，『大相撲』（ 6場所），『プロ野
球』（13試合），『MLBアメリカ大リーグ』（ 4試合），
『Jリーグ』（ 7試合），『競泳　ロンドンオリンピ
ック代表決定戦　第88回日本水泳選手権』（総合・
4.2～ 8 ），『第12回全国障害者スポーツ大会　ぎ
ふ清流大会～開会式』（Eテレ・10.13），『2012 N
HK杯フィギュア』（総合・11.23～25），『第50回
ラグビー日本選手権～決勝』（総合・2.24），『第
68回びわ湖毎日マラソン』（総合・3.3）などに付
与した。
　特集番組では，『首都圏スペシャル』（総合・ 7
本），『いざメジャーへ！ダルビッシュ有が切り開
く新時代』（総合・4.7），『平成24年　広島平和記
念式典』（8.6），『平成24年　長崎平和祈念式典』
（8.9），『東北発☆未来塾スペシャル』（Eテレ・
8.31），『わが心の大阪メロディー』（総合・
10.30），『きょうの料理55年　クッキングコンテ
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スト2012』（Eテレ・11.4），『バリバラ・スペシャ
ル』（Eテレ・12.14），『もうすぐ紅白　ここがみ
どころ　生放送スペシャル2012』（総合・12.18），
『しあわせニュース2012』（総合12.31），『第63回
NHK紅白歌合戦』（総合・12.31），『NHK×日テ
レ　60番勝負』（総合・2.2），『NHKのど自慢チャ
ンピオン大会2013』（総合・3.2）などに付与した。

Ⅲ．その他の補完放送
　このほかの補完放送には，音声多重を使った
「ステレオ放送」「 2か国語放送」「解説放送」が
ある。「解説放送」は主に視覚障害者のためのサ
ービスである。
　「 2か国語放送」と「解説放送」は総合，Eテ
レ，BS1，BSプレミアムで実施した。


